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三雲小学校創立 150周年スローガン  

「笑顔あふれる 150年の歴史 未来へ輝け 三雲っ子」 

 

  

 

 

 

 

 

４月よりこれまでの間、保護者や地域の皆様には、本校

教育活動に対しまして、様々な形で、ご支援とご協力をいた

だき誠にありがとうございました。昨日は、学習参観と学級

懇談会を開催し、これまでの学習や生活の様子を担任より

お伝えしながら、保護者の皆様からもご意見を頂戴し、子ど

もたちのよりよい成長につなげていくための有意義な機会を

いただきました。ありがとうございました。 

さて、明日から、夏季休業に入ります。子どもたちは、各

家庭において、学校のようにはチャイムのならない生活を過

ごすことになります。朝起きる時刻や夜寝る時刻が不規則

になったり、ゲームなどをする時間が増えすぎたりすると生活リズムが崩れて、子どもたちの成長にブレーキを

かけることにもなりかねません。子どもたちには、「朝起きる時刻」「宿題を始める時刻」「夜寝る時刻」を固定し

て、規則正しい生活を心がけ、有意義な夏休みを過ごしてほしいと思います。保護者の皆様には、夏休み明け

の子どもたちが、スムーズに学校生活の再スタートがきれるように、「生活リズムを整えること」「夏休みの課題

をやりきること」につきまして、ご協力をお願いします。また、熱中症や水の事故、交通事故など夏季休業中の

安全確保につきましても十分に留意をいただきますようお願いします。９月、一段と成長した子どもたちと元気

に再会できることを楽しみにしています。 

 

                                       

 

 

 

    

  日頃より、保護者や地域の皆様には、子どもたちの安全な登下校のために立番や見守りをしていただき、

誠にありがとうございます。登校の様子については、道いっぱいに広がって歩いていたり、分団がバラバラに

なっていたりするなど、ご迷惑やご心配をおかけしていることがあり、学校でも、安全な登下校について、各分

団に指導を継続しているところです。ただ、教員からの一方通行的な指導だけでは、子どもたちが自分たちで

安全に登校する力をつけていくことには、つながりにくい面もあります。 

今回、7 月 4 日（火）～14 日（金）の期間に、運営委員会の子どもたちが中心となって、「分団登校あんしん

プロジェクト」を計画し、全校児童で取り組むことを呼びかけてくれました。「みんなが安心して登校するため

に、分団の友だちと協力してまとまって登校すること」を目標に、上学年の児童は、年下の学年の児童に思い

やりをもって接することや下学年の児童は、上学年のお兄さんお姉さんのいうことをしっかり聞くことを各分団

で確認しました。朝の分団登校で学校到着後には、分団のメンバーで振り返りを行い、全員そろって登校でき

た日には、1日につき分団の 2人が代表して桜のスタンプを押して、「分団登校あんしんプロジェクトの桜の木」

を満開にするように取り組みました。学校生活の中では、様々な場面で仲間と協力して、自分たちの生活をよ

りよくしていこうとする取組があります。今回のプロジェクトもそうした取組の一つであり、この取組をきっかけに

して、安全な登下校について、子どもたち自身がより意識を高めて行動できるようになってほしいと思います。

今後とも、保護者や地域の皆様の変わらぬご支援とご協力をよろしくお願いします。 

 

夏休み前の 7 月 19日（水）に学習参観と学級懇談会を開催しま

した。たくさんの保護者に来校いただき、、４月からのお子様の成

長の様子や学級の仲間とどんな雰囲気の中で学んでいるのかなど

についても参観していただくことができました。参観いただいた保護

者の皆様、ありがとうございました。21 日（金）からは、夏季休業に

入ります。夏季休業中に、子どもたちが計画的に課題に取り組んだ

り、苦手な学習内容を克服したり、また家庭での役割（お手伝いな

ど）を果たしたりできるように、ご家庭でも話し合いながら一緒に取

り組んでいただければと思います。                            
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最近、報道等でも話題となっている ChatGPT などの生成 AI について、先日文部科学省より「初等中等教

育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン」が通知されました。通知によりますと、「情報

活用能力」を情報技術や日常生活に活用することの重要性を示す一方で、生成 AI の安易な利用による、思

考力や創造性、学習意欲への影響が懸念されています。学校においても、今後、ガイドラインを参考にしな

がら、活用の適否を正しく判断できるように努めてまいります。 

長期休業中の課題等については、AI の利用を想定していないコンクールの作品やレポートなどについて、

生成 AI をそのまま自己の成果物として応募・提出することは、評価基準や応募規約によっては不適切また

は不正な行為にあたることや、活動を通じた学びが得られず、自分のためにならないことが考えられます。ま

た、課題追及の過程で足りない観点などを補完するために活用する場合も、その引用先や参考文献として

明示することも大切であるとされています。保護者の皆様におかれましては、夏休みの課題等において、生

成 AIの不適切な使用が行われることのないようにご配慮いただきますようお願いします。  
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